
環境省平成25 年度東北地域における持続可能な地域づくりを担う人材育成事業に係る E S D 許境教育プロ グラムの作成専業務事業

≠酢箔!

東北地区E S D 環境教育

議票差慧誤
学ぼうーー●

行動しよう!
｢ E S D ｣ = 持続可能な開発のための教育｡

難しい ことの ようだけど∴囁傾につ いて学ぶことや､

地域の伝統や人と触れるのも大事なE S D です｡

E S D ほ. 地域の将来をみんなで考え 一 緒につ くること｡

その実践が東北各地で広が っ ています｡
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1 3 : 1 0 " 基調講演柑SD:持続可能な未来のための人づくり･地域づくり｣

小金渾 孝暗 氏(宮城教育大学 脚 解教育研究センタ ー 長)
い つ までも豊かに暮らす こ との できる持続可能な社会を つ くるため

には人づくり ･ 地域づくりが重要なカギになります｡ こ れが ESD の

考え方です｡ ESD に つ いて わかりやすくお話しい ただきます｡

1 4 : 0 0 ～ 東北6 県E S D 環境教育プログラム実践事例発表
今年度､ 市民団体が学校や地域の人たちと 一

緒に行 っ た環境教育の実践

事例を発表 します｡
･ 青森県: N P O 法人 かなぎ元気倶楽部
･ 岩手県:N P O 法人 環境パ ー トナ ー シップいわて

･ 秋田県: 一 般社団法人 あきた地球環境会議
･ 宮城県:N P O 法人 まなびのたねネットワ ー ク

･ 山形県:カワラパン
･ 福島県: N P O 法人 いわき環境研究室

1 5:3 0 ～ 交流タイム
会場後方で名刺交換等
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青森県: N P O 法人かなぎ元気倶楽部

｢身近な公園をもっ と知 って

魅力を伝えよう =

毎年ゴ ー ルデンウイ ー クには全国から約諷

万人以上の観光客が訪れる県立芦野公乱 広

大な園内では樹齢百年を超えるソメイ ヨシ

ノをはじぬ 多種類2 . 200 本もの接が華やか

さを競い､ 全国穣百遺に も選定されて いま

す. この由緒あ
.
る身近な公園についても っ と

地域の人々が学び､ 理解し､ 今やるべきこと

は何か､ そして後世に伝えるペきことは何か

を考え､ その患いを
一

緒に形にすることl声よ

っ て ､ より多くの人々が今以上に地域に愛着

をもっ てもらうプログラムです｡

宮城県: N P O 法人まなびのたねネット

ワ ー ク

｢ カキを通 して ､

宮城のきれい な海を守ろう! ｣

松島湾で行われて いる牡蠣の養殖を通して ､

海と川､ 森との つながり､ 人々の生活と自然

環境に つ いて学ぶプログラム です｡ 松島湾 ･

桂島において海岸清掃を通 して東日本大震

災の漂着ごみにつ いて学び､ きれいな海を守

る大切さを知ります｡ 牡蛎の草薙を営む漁師

から牡蠣の生態などに つ いて学び､ おいしい

牡蠣を食べ続けるために私たちができるこ

とに つ い て考えます｡

尉県: Ⅳ0 法人用境′1 - トナ ー シップ

いわて

｢ 三陸自然学校 ･ 大槌｣
児童 ･ 生徒を対象として普段何気なく見

て いる大槌川の自然を学ぶプロ グラムで

す｡ その流域の観察等を通して川の生態

系の多様性や相互の つながり､ ひ い て は

森 ･ 川 ･ 海の つ ながりや関わり合いを学

びます｡
また

､
とうふ作りを地元の大人

から学ぶことを通して地域の農産物や伝

統文化を体感し､ 同時に コ ミ ュ ニ ケ
ー シ

ョ ン能力を高め､ 地域 へ の帰属感を育ん

でいきます｡

山形県: カワラパ ン

｢鮭をとおしてかんがえる､

川の こと､ 食の こと｣

鮭川村には鮭をはじめとした川魚や､ 自然の

恵みをじようずに取り入れた食文化があり

ます｡ 線Il 附の資源である川魚の使うことが

Jtlの保全に つながることを学習し､ 実際にサ

ケを使っ た郷土料理を作っ て試食し地域の

伝統を伝えて いくプロ グラムです｡ 鮭をテ
ー

マ に楽しくおいしく学びます｡

軸 県:
-一 機 人あきた顆l環境会議

｢ M O T M ( もっ たい ない) の

松林を秋田方式で未来へ ｣

地域に青かち存在する海尉準林に焦点を当

て
､ 昭〉何故秋田の海岸には松が存在するの

か? ｣ を先人の知恵や行動から学び ｢②松

枯れの被害の現状と今後私達がすべき事｣

を皆で考え､ ｢③ マ ツ枯れ防除 『秋田方式丑

を学び ｢庚やきで夕日の松原まもり隊｣ と
一 緒に活動してみようJ の体験学習を通じ

て ､
ふるさとの松林の恵みに気付き､ 主体

的に活動する事により大切にする心を育て

ます｡ 将来にわたり持続可能な社会を創る

人材の育成を目的と したプログラムです｡

福島県: N P O 法人いわき環境研究室

｢ふるさとの きれい な水を学び､

守ろう｣

いわきの海岸地域において ､ 河川流域を基

本とした森､ 川､ 海の恩恵と脅威を身近な

ものとして学ぷプロ グラムです｡ 水の浄化

実験や洪水の流出後の土層見学を通じ森の

力を知ります｡ 川での生物調査を通して人

の社会活動の影響を考えます｡ 磯では二枚

貝の浄化実験等を通じ自然の力を学びま

す｡ プ ロ グラム の実施において は線量測定

も行い､ 原発事故による放射能汚染の影響
に つ い ても考えます｡

講演者: 小金滞孝暗氏 ( 宮城教育大学国際理解教育研究セ ンタ ー 長)

195 2 年東京生まれ､ 東京都立大学理学部卒業｡ 北海道大学に て博士号 (農学) 取得 ｡

198 2 年より仙台に移 り宮城教育大学に勤務 し現在に至る ｡

199 2 年の リオ ･ サ ミ ッ ト､ 20 02 年の ヨ ハ ネス プル グ ･ サミ ッ ト ( 国連地球環境会議) に参加｡

200 5 年より仙台広域圏 の E S D 拠点づくりを行う｡ 専門は環境地理学､ 地域経済論な ど｡

司会: 櫻田彩子氏 ( フリ ー

ア ナウンサ ー : 自らも環境に つ いて 学び ､ 東京で環境省事業な どの司会を数多く

つ とめるエ コ ア ナウンサ ー )

※切り取らずにそのままF A X してください ｡

参加お申込み書 送付先: 02 2
- 21 9 - 5 71 3

FA X ･メール でお申込みの方には ､ 受付完了のご連絡をいたします｡ 送信後3 日経過しても事務局から連絡がない場合こはお手数で

すがお問い合わせください ｡ いただいた情報は､ イベ ントの実施以外の目的には使用いたしません｡

会場に空きがあればお申込みなしで当日参加も可能です｡

氏名 所属 電話番号


